
『 心 地 よ い 雑 然 さ 』
- 境 界 の 干 渉 か ら 考 え る 空 間 の 多 様 性 -

機 能 性 を 重 視 し た モ ダ ニ ズ ム 以 降 の 建 築 は 空 間 を 単 位 に 計 画 を 行 っ た 為 、 単 調 に な っ て し ま っ た 。
一 方 で 下 町 の ア ノ ニ マ ス な 建 築 に は 『 心 地 よ い 雑 然 さ 』 と も い う べ き 空 間 が 存 在 す る 。 敷 地 の 形 状 や 周 辺 と の せ め ぎ 合 い な ど が 生 み 出 す 複 雑 さ が 境 界 面 に 見 ら れ る 。

そ れ 故 、 空 間 の 質 は 多 様 で あ り 可 能 性 を 感 じ る の で あ る 。

こ の プ ロ ジ ェ ク ト は 現 代 建 築 が 抱 え て い る ヴ ォ キ ャ ブ ラ リ ー 不 足 を 解 消 す る た め の
新 た な 建 築 設 計 ヴ ォ キ ャ ブ ラ リ ー を 下 町 の ア ノ ニ マ ス な 建 築 か ら 発 見 ・ 確 立 し 、 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 に ワ ー ク プ レ イ ス を 提 案 す る 。



01. 分析対象サンプル

　現地調査として実際に下町 ( 関
東及び関西 ) を訪れて雑然さを感
じた場所の写真を筆者が撮影した。
「接続方法」・「素材」という境界操
作の観点で写真を分類したところ
顕著に境界操作が見られるものが
56枚の写真に厳選した。そのリス
トを記す。
56枚の写真には写真一枚ごとに品
番をつける。分析対象となる写真
には区ごとに調査敷地に対応した
アルファベットを当てはめ、さら
に区ごとに分けた写真一枚ごとに
番号と名称を与える。

04.「接続方法」と「素材」の組み合わせから成る「空間性質」の分析

　本項では、前項で示された境界操作の「接続方法」と「素材」の関係性から設計の手掛かりを発見・確立することを目的
とし分析していく。
　分析方法として、筆者が現地調査を通して発見した境界操作が顕著に見られる下町のアノニマスな建築を対象とし「接続
方法」と「素材」の組み合わせによって "雑然さ " が顕著につくり出されている実例をいくつか選定することで、"雑然さ "
のパターン及びテクニックを発見する。
　分析の対象となる建築において前項で示したように 17「接続方法」パターンと 8の「素材」パターンを明確にした上でそ
れらによって得られる "雑然さ " のパターンを抽出する。その際、対象となる実例の敷地及び周辺敷地情報、発見できた主要
な「接続方法」・「素材」、ビルディングタイプなどを明確にすることで、それらの与条件を踏まえた分析を行う。分析は「接
続方法」に焦点を当てた分析と「素材」に焦点を当てた分析、そしてそれらの組み合わせによってつくり出されている「空
間性質」の分析を行う。本論における「空間性質」とは、「接続方法」と「素材」の組み合わせや配置場所によってある空間
から異なる空間を意識もしくは認識することを促すと考えられる要因と定義する。そして、発見できた空間性質を次章のプ
ロジェクトで行う設計ヴォキャブラリーに昇華するために、図化し定義する。そして、最後に「空間性質」発見のフローを
マトリクスにより体系化する。

02. 分析「接続方法」

　境界操作における「接続方法」
が顕著にみられる、サンプルを対
象として、「接続方法」を発見・評
価することにより、設計に展開す
るための基礎をつくる。対象写真
にみられる、「接続方法」をXS、
S、M、Lの 4種類のスケールに分
けた上で言語化する。
　56枚の写真の中でもそれぞれの
「接続方法」における境界操作の顕
著なものを抜粋し、その写真の中
で境界操作が見られるところを「白
抜き」にし境界操作をアイコンを
用いることで言語化する。

XS: 主要な建築物に付加物が付随すること
S: 建築物によって風景の切り取りが行われること。
M: 建築構成要素 ( 床・柱・壁・屋根 ) によって、物
理的に異なる空間と干渉すること
L: 建築ヴォリュームの単位を操作することで、物理
的に異なる空間と干渉すること

03. 分析「素材」

　境界操作における「素材」は「接
続方法」を扱う際に付随する要素
でありこの分析では「素材」が顕
著にみられる、サンプルを対象と
して、そこにみられる「素材」を
発見・評価することにより、設計
に展開するための基礎をつくる。
本論では、「接続方法」同様、筆者
が撮影した写真を分析の対象とし、
発見・評価の対象とする。その写
真にみられる、「素材」を言語化す
る。
　「接続方法」同様、56枚の写真
の中でもそれぞれの「素材」にお
ける境界操作の顕著なものを抜粋
する。
そして、その写真の中で境界操作
が見られるところを「白抜き」に
し境界操作をアイコンを用いるこ
とで言語化する。

01.　A-01 立石仲見世 (a-01)
▶B-01: 壁面によるフレーミング

02.　J-01 中津商店街 (j-01)
▶B-02: 屋根によるフレーミング

03.　A-05 立石仲見世 (a-05)
▶B-03: 屋根による開放性

04.　B-05 三平ハウス
▶B-04: 階段による誘引

05.　J-03 中津商店街 (j-03)
▶B-05: 床による領域拡張

06.　K-02 十三本町商店街 (k-02)
▶B-06: 壁面による領域拡張

07.　D-01 鳥海工業
▶B-07: 柱・梁による領域拡張

08.　A-04 立石仲見世 (a-04)
▶B-08: 屋根による領域拡張

09.　L-01 硯石亭
▶B-09:ヴォリュームによる領域拡張

東京都葛飾区立石　　　　　　　　　　　　　　…A　　東京都江東区富岡・木場・牡丹　　　　　　　　…B　　東京都台東区日本堤　　　　　　　　　　　　　…C　　東京都中央区佃　　　 　　　　　　　 　　　　 …D　　東京都品川区小山　　　　　　　　　　　　　　…E　　東京都文京区本郷　　　　　　　　　　　　　　…F
神奈川県横浜市神奈川区六角橋　　　　　　　　…G　　神奈川県横浜市南区中島町・弘明寺町・中里　　…H　　神奈川県横浜市保土ヶ谷区上菅田町　　　　　　…I　　大阪府大阪市北区中津　　　　　　　　　　　　…J　　大阪府大阪市淀川区十三本町　　　　　　　　　…K　　京都府京都市右京区梅ヶ畑高雄町　　　　　　　…L



スタディモデル1

三角形敷地に基本形となる四角形平面で構成される、
花びら構造のストラクチャーを導入

スタディモデル2

敷地形状に適用させる為に平面形状を変形する

スタディモデル3

断面的な関係性をつくりだす為に、各層のスラブを回転させる

スタディモデル4

高さに応じて変化していく周辺環境に寄り添うように、
下層部分は敷地形状から引用した軸線を

上層部分では周辺の景色などに着目した軸線を引用するし
各層ごとの空間体験に変化を与えていく

水 廻 り の コ ア  3,000×2,400(mm)

ポ リ カ - ボ ネ - ト 波 板  

シ ョ ー ト カ ット 階 段

C F T 丸 柱  150φ(mm)×8本

パ ン チ ン グ メ タ ル

E V コ ア  1,800×2,000(mm)





「屋根による開放性」の為の境界操作

　「システィマティク」素材と「空のフレー
ミング」によって、内部空間に外部を感じ
る空間が存在する

「屋根によるフレーミング」の為の境界操作

　各層でズレたスラブの隙間から空が垣間
見える
スラブのズレによって空がフレーミングさ
れ強調される

「階段による誘引」の為の境界操作

　この建築の外部階段は「付加階段」と「シ
スティマティック」で構成されていること
で建築とは異なる秩序で階段が成立し、人
を誘引する

「壁面によるフレーミング」の為の境界操作

　開口部から限定的な風景を切り取ることで強調を行う

「床による領域拡張」の為の境界操作

　外部のテクスチャーと建築内部のテクス
チャーが連続することで敷地境界を曖昧にする

高 層 ビ ル 群 と 雑 居 ビ ル 群 の 間 に 面 す る 南 側 フ ァ サ ー ド

「階段による誘引」の為の境界操作

　この建築の外部階段は「付加階段」と「シ
スティマティック」で構成されていること
で建築とは異なる秩序で階段が成立し、人
を誘引する

「壁面によるフレーミング」の為の境界操作

　開口部から限定的な風景を切り取ることで強調を行う

「屋根による領域拡張」の為の境界操作

　外部階段がバルコニーの庇の役
割をしながら、緩やかに外部空間
を仕切る

「床による領域拡張」の為の境界操作

　外構のテクスチャーと建築内部
のテクスチャーが連続することで
敷地境界を曖昧にする

「ヴォリュームによる領域拡張」の為の境界操作

　スラブ輪郭とサッシュの角度が
変化することで外部空間と内部空
間の境界が曖昧になる

雑 居 ビ ル 群 に 面 す る 東 側 フ ァ サ ー ド
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「ヴォリュームによる領域拡張」の為の境界操作

　 都 市 に 面 す る マ リ オ ン の 内部部小さなスケー
ル の サ ッ シ ュ が 配 さ れ 「 ヴ ォリュームの入れ
子 」 が 起 こ る こ と で 領 域 の 曖昧性が生まれてい
る

「屋根による領域拡張」の為の境界操作

　 上 層 部 の ス ラ ブ が バ ル コ ニーの庇の役割をし
な が ら 、 緩 や か に 外 部 空 間 を仕切る

「階段による誘引」の為の境界操作

　この建築の外部階段は「付加階段」と「シ
スティマティック」で構成されていること
で建築とは異なる秩序で階段が成立し、人
を誘引する

都 市 の 大 通 り に 面 す る 北 側 フ ァ サ ー ド
「ヴォリュームによる領域拡張」の為の境界操作

　大きなヴォリュームどおしのヴォリュームが
重なり合いによって「ヴォリュームの入れ子」
が起こることで領域の曖昧性が生まれている

「屋根によるフレーミング」の為の境界操作

　各層でズレたスラブの隙間から空が垣間見
える
スラブのズレによって空がフレーミングされ
強調される

「壁面によるフレーミング」の為の境界操作

　開口部から限定的な風景を切り取ることで強調を行う

「屋根による開放性」の為の境界操作

　「システィマティク」素材と「空のフレー
ミング」によって、内部空間に外部を感じ
る空間が存在する

「階段による誘引」の為の境界操作

　この建築の外部階段は「付加階段」と「シ
スティマティック」で構成されていること
で建築とは異なる秩序で階段が成立し、人
を誘引する

都 市 か ら 垣 間 見 え る 南 西 側 フ ァ サ ー ド

都 市 の 大 通 り に 面 す る 北 側 フ ァ サ ー ド


